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I. 本学の整備事業の概要
◆ 全学共用設備䛾利用ಁ進

共用設備䛾WEB窓口シス䝔䝮䛾充実

機能向上䞉改良経費䚸修理費䛾支援

→学内䞉学外利用者䛾利便性向上䞉活動䛾周知

◆ 設備䝸䝴䞊ス仲௓Webシス䝔䝮䛾利用ಁ進

周知活動䞉䝸䝴䞊ス設備移設費等䛾支援

→資金䛾少䛺い若手研究者へ䛾支援拡大

◆ 䜘䜚効率的䛺設備䝬スタ䞊䝥䝷ン策定䛾支援

共用設備䝕䞊タ䛻基䛵く調査䞉精査

研究領域別ワ䞊キン䜾䜾䝹䞊䝥制䛾構築䛸支援

◆ ᢏ術サ䝫䞊䝖ಁ進

学生䝬䜲スタ䞊制度䛾構築運用䚸ཷ入装置へ䛾費用支援

◆学外䛸䛾連携ಁ進

設備䞉機器共用䜢通䛧䛯情報発信䞉情報共᭷䞉ᢏ術連携
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II. 本整備事業の組織体制、推進体制
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III. 取組事例の紹介：技術人材育成について
1．2016年度学生支援員䛾育成＆初年度施行＇

（研究設備䛾維持管理ᢏ術習得 (学部卒論生：1ྡ)

2．2017年度䜘䜚学生䝬䜲スタ䞊制䜢開始

（7᭶ ཷ入共用機器䛾公募＆訓練期間䛾費用支援＇

（9᭶ 訓練生募集＆博士前期課程内定者䛛䜙4～5ྡ/年度＇

(FlexBMD教育コ䞊ス生*1䜢優ඛ的䛻採用)

（11᭶〜3᭶ᮎ 訓練生䛻設備操作等䛾訓練開始 ＆3᭶䜎䛷15～30時間＇

（翌年5᭶ 推進室運営委䛾ᢎ認䛻䛶 䛂学生セ䝭䝬䜲スタ䞊䛃認定証授与䚸採用

（翌年5᭶〜 学生セ䝭䝬䜲スタ䞊䛸䛧䛶ᢏ術支援業務䛻従事䛧䛴䛴䚸

高度ᢏ術䜢習得䛩䜛＆25～140時間/年＇

（前期課程修了時 推進室運営委䛾ᢎ認䛻䛶䛂学生䝬䜲スタ䞊䛃認定証授与，

（後期課程進学後 䛂学生䝬䜲スタ䞊䛃䛸䛧䛶採用 4



3．期待さ䜜䜛効果

䛆学生䛇

研究へ䛾䝰チ䝧䞊シ䝵ン䛸䜲ンセン䝔䜱䝤䛾向上

＆FlexBMD教育コ䞊ス*1䛸䛾連携＇

⇒博士後期課程進学者増

＆勉学䞉研究力䞉コ䝭䝙䜿䞊シ䝵ン力䞉実践力䛾向上＇

䛆教員䛇

設備䛻ಀ䜛時間䛸労力䛾軽減

⇒外部資金䚸共ྠ研究＆費＇等䛾増大

＆精神的䞉時間的䛺ゆ䛸䜚䛛䜙研究教育力䛾向上＇

䛆設備䞉機器䛇

ᢏ術支援䛾充実

⇒学外測定増䚸地域㈉献増

＆設備䝯ン䝔䝘ンス䞉教育䞉研究力䛾向上＇

III. 取組事例の紹介：技術人材育成について

*1 FlexBMD教育コ䞊ス
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III. 取組事例の紹介：技術人材育成について
4．現状及び得䜙䜜䛯成果

（機 器

䞉 䜲オン䝖䝷ッ䝥型質㔞分析装置

䛚䜘び飛行時間型質㔞分析装置

䞉 䝣䝻䞊サ䜲䝖䝯䞊タ䞊 Galios

䞉 生体分子間相互作用解析装置

䞉 䝨䝥チ䝗シ䞊䜿ンサ䞊

䞉 １次元ග学䝥䝻䝣䜯䜲䝷䞊シス䝔䝮

䞉 HPLC-Chip/QTOF質㔞分析シス䝔䝮

䞉 電子線描画装置

0

2

4

6

8

10

12

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

学生Ϝイスター人数

学生セϝϜイスターʤ博士前期課程2年ʥ
学生セϝϜイスターʤ博士前期課程1年ʥ
訓練生 6



III. 取組事例の紹介：技術人材育成について
（成果

䛆教員䛾声䛇

䞉䝯ン䝔䝘ンスや訓練生䛾指ᑟ䚸新規利用者訓練䜢任䛫䜛こ䛸䛷䚸㈇担䛜

軽減䛧䛯

䞉学生䝬䜲スタ䞊䛾経験䛜自信䛻䛴䛺䛜䜚䚸就職䛻䜒役立䛳䛶い䜛䛸感䛨䛯

䞉装置䛻䜘䜚興味䜢䜒䛳䛶䜒䜙え䚸教え䛜い䜢感䛨䜛

䞉部屋䛾異常等䚸細䛛䛺䛸こ䜝䜎䛷配慮䛜

い䛝わ䛯䜛䜘う䛻䛺䛳䛯

4期生 辞令交付式 7



III. 取組事例の紹介：技術人材育成について
䛆学生䛾声䛇

䞉装置䛻触䜜䜛機会䛜多く得䜙䜜䚸学ぶ意欲䛜わ䛝䚸

実験䛾幅䛜広䛜䛳䛯

䞉論文䜢ㄞ䜐際䚸䜘䜚深く理解䛩䜛こ䛸䛜䛷䛝䛯

䞉就職面接䛷䛿䚸学生䝬䜲スタ䞊䛾活動䛻興味䜢䜒䛳䛶䜒䜙え䚸

内定䜢い䛯䛰くこ䛸䛜䛷䛝䛯

䞉個人面談䛷䛿必䛪質問さ䜜䛯

内容や学䜣䛰こ䛸䜢的確䛻ㄝ明䛷䛝䜛

こ䛸䛜評価さ䜜䛯䛸感䛨䛯
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III. 取組事例の紹介：技術人材育成について
5．現在䛾課題䛸௒後䛾計画

• 依頼分析䞉共ྠ研究等外部資金調㐩䛾努力雇用のための収入源確保

• 魅力的䛺学生䝬䜲スタ䞊活動へ䛾支援博士課程の΢ンセンテΡブ

• 事務手⥆䛝䛾簡素化や臨機応変䛺対応勤務体制の柔軟化

• 学生䞉教員へ䛾周知や㔜要性䛾啓発継続的な養成

• 設備䞉指ᑟ教員へ䛾䜲ンセン䝔䜱䝤䛾見直䛧協力教育設備の充実

• 指ᑟ教員䛸設備管理者䛾密接連携良好なマッチング
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1.共用設備䝸䝴䞊ス䛚䜘び修理等䛻ಀ䜛

費用支援

A.䝸䝴䞊ス䛻䜘䜚設備䜢ཷけ入䜜䜛際䛾

移設経費

B.共ྠ利用ಁ進䛾䛯䜑䛾機能向上䞉改良

䜢伴う部品等䛾交換䞉整備経費

C.共ྠ利用ಁ進䛾䛯䜑䛾設備修理費
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III. 取組事例の紹介：共同利用促進に関する取組
2.共用機器䛾WEB公開

年度 合計台数 A B C

2016 17 8 2 7

2017 10 4 2 4

2018 14 3 2 9

2019 9 3 4 2

2020 4 1 0 3

合計 54 19 10 25 10



III. 取組事例の紹介：共同利用における学内の連携

1. 設備䝬スタ䞊䝥䝷ン策定䛾䛯䜑䛾

ワ䞊キン䜾䜾䝹䞊䝥構築䛸活動支援

䞉3研究分㔝 9䜾䝹䞊䝥

䞉各䜾䝹䞊䝥䛷䛾設備シス䝔䝮作成支援

2. 共用設備WEB䜢窓口䛸䛧䛯相談対応

䞉WEB公開䛧䛯共用装置へ䛾

䝯䞊䝹䛚問い合わ䛫へ䛾対応

年度 件数 学内 学外
2017 19 16 3

2018 35 17 18

2019 48 30 18

2020 41 19 22

合計 143 82 61 11



III. 取組事例の紹介：学外との連携
設備䞉機器共用䜢通䛧䛯地域連携䛸地域㈉献

䛆覚書締結䛇

岡山県内䛾大学䛸高専＆5校＇

公的研究施設

岡山セ䝷䝭ッ䜽スセンタ䞊

そ䛾他

1. 䝯䞊䝸ン䜾䝸ス䝖䜢活用䛧䛯

講習会等䛾情報配信

2. 装置共用䛾ಁ進

3. 学外依頼䛾相互連携
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IV. その他の活動事例
1.設備䝸䝴䞊ス仲௓シス䝔䝮䛾構築

2.ᢏ術支援人材䛾育成䞉強化＆学生䝬䜲スタ䞊制以外＇

䞉 機器利用ㄝ明会䞉セ䝭䝘䞊開催： 79件

＆2016年4᭶～2020年12᭶＇

䞉学内外䛾ᢏ術講習会情報䛾HP䚸䝯䞊䝸ン䜾䝸ス䝖䜢用い䛯広報活動
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IV. その他の活動事例
3. コ䝻䝘禍䛾対応-1

ᮏ学䛾活動制限䛾経過 ＆一般部局教職員䞉学生䛾教育研究活動䚸共用施設職員䛾維持活動＇

4/17 䝺䝧䝹１ ：原則入構禁止䞉施設立入禁止䚸装置維持等研究維持䛾䛯䜑䛾入構䞉施設立入䛿W許可制

原則在宅勤務䚸施設䞉装置維持䛾䛯䜑䛾最ᑠ限䛾人員䛾䜏 事前調整䛧䛶短時間出勤

5/25 䝺䝧䝹０ ：学位論文䛻䛛䛛䜛D2以上䛸M０䛾研究維持活動䛾䛯䜑䛾入構䞉施設立入䛿W許可制

原則在宅勤務䚸事前調整䛧䛶施設䞉装置維持䛾䛯䜑䛾出勤＆人数抑制＇

6/1 䝺䝧䝹1.5 ：研究BCP䜢発動䛧䚸BCS䛸䛧䛶決定䛧䛯範囲䛷䚸大学院䞉学部学生䛾研究活動可

入構䞉施設立入䛾W許可制

職場䛾3密対策䜢䛧䛯上䛷䚸出勤可＆在宅勤務申請者䛿在宅勤務＇

6/15 䝺䝧䝹1 ：感染防止䛻最大限配慮䛧䚸 教育䞉研究活動䛾⥆行䛿䛷䛝䜛䚸入構許可者䛿施設立入可

職場䛾3密対策䜢䛧䛯上䛷䚸出勤可＆在宅勤務申請者䛿在宅勤務＇

現在䛻至䜛䚹

（BCS＆ Business Continuity Strategy：業務⥅⥆戦略＇：䛂緊急事態䛜発生䛧䛶䜒䚸㔜要䛺研究䛿中断䛧䛺い䚸中断䛧䛶䜒䛩䜏や䛛䛻研究䜢

再開䛩䜛䛃䛸いうBCP＆ Business Continuity Planning ＇手順䛾一環䛸䛧䛶䚸䝸ス䜽対応策等䜢大学䛾戦略䛸䛧䛶決定䛩䜛䜒䛾䚹



IV. その他の活動事例
3.コ䝻䝘禍䛾対応-2

䞉在宅勤務䚸入退室者管理䚸学外者入室手⥆䛝䚸消毒䜰䝹コ䞊䝹設置

䞉学内措置䛻䜘䜛遠隔化

遠隔指示シス䝔䝮ᑟ入

無線LAN設置

䝸䝰䞊䝖装置䛾ᑟ入

→䝸䝰䞊䝖操作䛾試䜏

利用ㄝ明会䞉分析セ䝭䝘䞊䛾WEB併催

装置操作ビ䝕オ䛾公開

遠隔指示シス䝔䝮
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Ｖ. 設備サ䝫䞊䝖センタ䞊整備事業終了後䛾共用ಁ進へ䛾ྲྀ組䜏

䛆こ䜜䜎䛷䛾事業⥅⥆䞉発展䛇

（䝸䝴䞊ス事業䛿䚸 Web仲௓シス䝔䝮䛾改良䚸

利用拡大䛾䛯䜑䛾周知

（設備共用ಁ進䛿䚸サ䝫䞊䝖体制䛾充実䚸

共用設備䝫䞊タ䝹シス䝔䝮へ䛾発展䚸

ᢏ術相談対応䛾学内外連携体制

（学生䝬䜲スタ䞊制䛿䚸制度䛾充実䛸ཷ入設備䛾増大

（共用設備䜢仲௓䛸䛧䛯ᢏ術教育䞉ᢏ術交流活動䛾ಁ進

16
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Ｖ. 設備サ䝫䞊䝖センタ䞊整備事業終了後䛾共用ಁ進へ䛾ྲྀ組䜏

䛆目標䛇 設備ネッ䝖ワ䞊䜽岡山＆ReFaNet岡山＇へ䛾シス䝔䝮整備

設備䛾共用䜢通䛧䛶䚸産䞉官䞉学䞉金䞉言等䛜協働䛧䛶地域社会䛻㈉献

（地域社会䛸䛾共ྠ研究ಁ進

（地域䛾課題や問題䜢協働䞉連結䛧䛶解決

岡山大学

岡山理科大学

倉敷芸術

科学大学

津山工業高等

専門学校

岡山県立大学

県内企業 県内大学

県内研究機関 県内研究機関

設備ネットワーク
岡山

䛆最終目標䛇

設備ネッ䝖ワ䞊䜽中四国地区へ䛾拡大！
参加団体

（県内大学䞉関ಀ者

(個人䞉䜾䝹䞊䝥加入可)

（公的研究機関

（企業研究機関

（県䞉地方公共団体

（㈈団䞉金融機関

（言論䚸報㐨䚸出版等

（高等学校研究部

岡山セϧϝックスセンター
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嵒スクの特定 嵒スクの分析 嵒スクの評価 嵒スクの対応
 峓峘峲う峔嵒崡ク岶存在峃峵峘岵峼特定

峃峵岞
 嵒崡ク峘大小峼問わ峄岝峓峽峔嵒崡ク岶

あ峵峘岵峼峑岷う峵限峴洗い出峃岞

 嵒崡ク峘大岷さ峼計峵岞
 岣嵒崡ク特定岤峑洗い出した嵒

崡ク峘発生可能性岝影響峼
決峫峵岞

発
生
確
率

 岣嵒崡ク分析岤峑得峳島た嵒崡ク峘
大岷さ峼基峕岝対応峘必要性や
優先性峘判断材料峼検討峃峵岞

立入禁
止領域

コント嵕嵤
嵓不可領

域

管理領域

 岣嵒崡ク評価岤峑得峳島た優先順位
付け峼基峕岝岣嵒崡ク峘対策岤峼決
定峃峵岤

嵒スクアセスメント

BIA ＆Business Impact Analysis ＇

重要業務の特定 目標復旧時間・嵔ベ嵓の特定 重要資源の特定

 岣活動中断岶時間経過峒峒峬峕組織峕
与え峵影響峘大岷さ岤峼峬峘さし峒し峐考
え峵岞

 業務継続峘目的峼参考峕し峔岶峳岝継続嵣復旧
目標峑あ峵目標復旧時間قRTOك岴峲び目標
復旧嵔ベ嵓峼決定峃峵岞

＊ RTO： Recovery Time Objective 峘略

 特定さ島た重要業務峘各々岶岝そ峘業務峼
遂行峃峵た峫峕必要不可欠峔資源ق重要
資源ك峼洗い出峃

発
生
確
率

嵒崡クマネ崠メント国際標準規格ISO31000峕準拠

事業継続マネ崠メント国際標準規格ISO22301峕準拠

 RA峙岝嵒崡クマネ崠メント国際標準規格ISO31000峕準拠し峐岝嵒崡ク峘特定嵣分析嵣評価峒いった一連峘嵒崡クアセ崡メント峘手法峼用い峐岝研究活動峘優先順位峼決
峫岝嵒崡ク峘回避岝軽減岝共有峔峓峘嵒崡ク対応峼定峫岝感染拡大防止策峔峓峘嵒崡ク対策峼策定峃峵プ嵕セ崡峑あ峵岞

 BIA峙岝事業継続マネ崠メント国際標準規格ISO22301峕準拠し峐岝 RA峼峬峒峕岝重要峔研究活動岝目標復旧時間峒そ峘嵔ベ嵓岴峲び研究活動峘重要資源峼特
定峃峵プ嵕セ崡峑あ峵岞

 BCS峙岝申請峘あったRA嵣BIA 峕基峏岷岝感染防止対策岝逸失コ崡ト嵣人的資源コ崡ト峘確認峒復旧見込時間峘確定峼経峐大学峘戦略峒し峐決定さ島峵岞

BCP峘内容 参 考


